








 

 PMD 児の話しことばの特徹を検討する目的で、PMD 児 45 例(6～12 才 25 例、

15～20 才 20 例)に話しことばの評価と発声発語器宮機能検査を実施した。結果

を表 1、2に示す。 

 PMD 児の話しことばは、明瞭性低下が 53%の被験児に認められたが、1例を除

きその障害は mild であった。その異常は「声の強さ」と「調音」に集中し、以

下のように麻痺や協調性の低下を主症状とする疾患とは異なる特有のパターン

を示した。調音の誤り方の分析では、Lacking air pressure、下顎の開きの不

足、口唇の突出または丸めの不足、舌運動量の不足が認められた。 


